
潜水調査船を用いた海底表層堆 積物中のタービダイトの

古 流向 解析：北海道西方奥尻海盆の例

池原　 研゙ 1

深海堆積物Iljの地震性堆積物をjllいたili地震研究のための基礎研究として。潜水調礎舶を川

い た地震性堆積勧のi!i賀向解析手法の検討を行った。 試柊は，1993 年北海辺南西祠I地鍵の地

諚性堆積物の分布か報告されている北海道丙方日本海の奥尻海盆から採収 した。ｒしんかい

2000｣ で通営使われている柱状採泥器に色の 異なるビニールテープを90･ ご とに黏|)，採取畤

の訝水船のヘデ ィングと潜水舶にil{対するテープの色を記載するこ とにより。 定方位試科を採

収した。この定方位試料をｘ線ｃＴ装置により非破壊で内部構造を踝察し，古流向が解析でき

る。採取された試料は。 タービダイト削かないか非常に諄く。また試料処理時の変彫か膏しい

ため荊411にたえられなかったが，濳水船をnjい た定方位試料の採取と非破壊内部橘造解折の手

法は確立できた。

キーワード：古直向解析．タービダイト．潜水船． 奥尻海盆，北海道南西沖地震.|.|本海
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Keywords  aalcociirrent  mwlysis,  lurbklite. siibmoi-sibk', Okusbiii  Basi". Hokkaklo-nansci-ofci

Earthquake.  J.ipan Sea

＊ １　 地 貿 糾 介 所 海 洋 地 質 部

＊ ２ Ｍ ａrillc（;ｃりlc,ｇｙ l ）ｃ卩ill･1111（･Ill, (il･ｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓt11叭 ッ ｏfJ ａlＭ11

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒｅｓ..14 （19!㈹

.
‘j

・5



1. は じ め に

巨 大地 震に よる 海底 の振 動 は しば し ば ，海 底 斜 面の 隕

壊 現象 を引 き起 こ す。 堆積 物 に 覆 わ れ た斜面 で は ，振 動

によ り堆 歓 物の1:l隙 水 圧 が 上 昇し， 流 動 化が起 こ って斜

面か 崩壊 す る。 堆 積 物に 覆 わ れてい な い 斜而 では ， 露出

する Ｓ 石が 崩 落する 双 象か 起 こ る。 い ず れ の珊 合に も，

斜 面下 部 から斜 而前 面の 海 盆底 には 斜 而 から重力 に よっ

て移 動 させら れ て きた物 貿 か堆 積する こ とにな る。 この

よ うな 重力 流堆 積 物 の代 表が タービ ダ イ トや水中 土石 瀘

堆硫 物 である。 海域 や沿岸 ・ 臨 海域で巨 大地 震 があ るI司

隔 で鞣 り返し起 こ る ような場 所 では 地震 に よる 重力 波堆

積 物 の 形成も繰 り返し 起こる こ と か予想 さ れ，逝 常 時に

は 半 遠洋性 の泥 質堆 積物 が堆積 する よ うな 場 では ， 巨 大

地 震 の・ 昆 は悔底 堆積 物中 に 愈力 旄 堆積 物 とし て残 され

る こ とか期 待され る。 太 平洋プ レ ート の沈 み 込み 帝 沿い

に位 置 する 日本列 島周 辺 では ， 太 平洋プ レ ー|･ ， フ ４り

ピ ン海プ レ ート とユ ー ラシ アプ レ ート， あ る いは 北 米プ

レ ート の境 界であ る 予ａ 海溝 ，EI 本 悔溝 ， 伊 豆 ・小 笠原

海溝 ， 南 海トラ フ。 琉 球海溝 と巨 大地震 の発 生 源 とな る

沈 み込 み傴 （海溝 ） が 存在す る。 また， 日本 海 東緑 は ユ

ーラ シ アプ レー ト と北 米プレ ー ト の閥に 新 たな沈 み 込み

帶 が 形 成 さ れ始 め て い る と い う 指 摘 も あ る ｛ 小 林 ，

1983 ； 中 村 ，1983 ｝。 央 際 こ れら の場 所にお い ては ， 巨

大地 震 が繰 り題し起 こ っ てお り， 大きな 被 富 を与 え てい

る。1995 年 兵 川 県 南 部地震 （阪 神 ・淡路 大鰻 災） を きっ

かけ と し て，大 きな地 震 災害 を軽 減 させ る た めの 理 学 ・

ll学 両ii で の 研究 に 対す る社 会的 要XI’1が 増 大 し， そ れ ぞ

れ の鳩所 にお ける より 正確な 地 震兔 の解 析 と地曜 縅 歴 の

觧111が 求 めら れて き てい る。海域 で発 生し た卜 大地震 は ，

陸 ｋにお け るili文,11記 鍬 や 津 波 ・地盤 の波 状 化 と し て記

録 さ れる場 介 があ る （塞jll，1992 ，1998 な ど ）。 し かし

人口 の 少ない 地峨 やll 新 後 閧 もな い地域 では ， 占 文,I｝＆1

銛 は 非命 に 限られ てお り，地gll動 やi lt波 のrl 然 卵･のlllで

の 記録 をい かにIE 號 に 読 み取 る か か地 球 科学･ａ にjj･え ら

れた･ つ の川蒿 であ る 。 振助に よ り変 形 させ られ た堆 積

物 や サ ンドダ･f ク や サ ンドポ ルケ ーノ （砂 火山） に 代 衣

さ れる 液状 化 し た堆積 物 ｛Clag ｕe et aL,  1992 ； 寒 川 ，

1992 ，1998 な ど｝，沿1冫・ 臨海低 地 や 河jll沿 い に 残 され

たill被 堆 航 物(Alwater,  1987,  1992,  1996 : Ｃｌａｇｕe

aiid Bobrowsky, 1994 ； Minoura ａｌｄ Nakaya, 1991 ；

Minoura ｅｌ al., 1994 ； 西 村 ・宮 地. 1994 ； UI 」|・ 爪野 ，

1998 な どJ ，in 岸 域 の地 盤 の低 ドに よる 海 水 の侵 人に 代

衣 され る ような地illに 伴 う地 盤 のll ド 剱にISI係 し た堆 積

環 境 の変 化(Alwafri･ ，1987 、1992.19911 な ど ｝， 海底 斜

456

ij の 崩 壊 に 伴 う タ ー ビ ダ イト や 水 中 土 石 洫 の 堆 積

(Adams.  1990,  1996 な ど）など， いわ ゆる‘･地震性堆

積物“ の研究は， 自然界の 記録を より正硫に 解読す るこ

とを目 指してい る。

こ のような 堆積物111の地農記録 の解 読とこ れをJIIいた

地震履謄の解 析のためには， 大きく２つ の槻点 から研究

を進める必喫がある。 一つ は， 堆積物lllのどのよう なも

のか地震の記録であ るのかを明確にする もので ある。 こ

れには 最近の地礎やそ れに 伴う･f ベンド がどのように堆

積物中 に 認めら れる かを 削ら かに するこ とが 右幼で あ

る。例 えぱ深 海庭の地震性 ターピ ダ４卜で 見れぱ， 本震

の震源位置や 規模， 余震の範囲や 規模がlijら かな最 近の

地震につ いて。 どのような釉 度 一層厚 ・堆研構 造を もつ

タービ ダイト がどの ように 分布している かを明 らかにす

るこ とは 遇去のタービ ダイトからの地震 イベ ントの推定

に非常に 右効である。 もう･--･つは， 堆積物巾 の地震 イベ

ントの 発生年代 を精 度よく求めるこ とで ある。 最近 の地

震イベ ントの 年代推 定には。 年代 既知の 火111灰 層や放射

性 炭緊 年代測 定が →一股に川jい られるが， 占地 磁気永 年変

化パ ターン（セキ ュラ ーバリエ ー ショ ン）， 微 化衣 群 集

礦 成の 変化な ども川い られるこ とがある。 実際 には， こ

れらの 年代測 定法を糾 み合 わせて， より精度の 鳥い 年代

|･l盛を入 れるこ とが爪 要とな る。

一一方， 深海底 のタービ ダイトは 地礎以 外の|以|衵こよっ

て も兇塵 しうる。 例えば，洪 水な どによる河JIIからのλ

j11の上砂 供給やＭ風畤 の人きな波 浪など もタービダ イト

の形成原因であ る海底 の肋膿 現象を引 き起こす （人塚ほ

か｡1973 : 人ft, 1984 : 人ｇほ か｡1987 ）。 したがって，

得られ た堆積物 試料II･に1ほめられる タービダ イトが どの

ような|以因で 形成され たの かは， 対鍛地域の堆 積作 川の

｡呷細を把握しない誑り，IIﾓ確に 冶ずることは困難で ある。

また，|! 人地震 イベ ントでは 本震に引 き続き 致多 くの規

模 の人きい余震 か発 生するこ とが多 く， ターピ ダ イ１が

地質学的には･ 瞬の同に複 数形成 されたり， 複 数の斜 面

から･ つ の鵬所に供給 されるこ とがあ りえる。 最近 の海

洋il 簪機 器の目砲 ましい発Ｕ は。 最近の地震に よる 海底

斜|薛iの崩壊現 象の,11翩|を， 鳥精度 海底地 形記録， サ イド

スキャ ンソナーによるI･l･響 イメー ジ。 高川波 数a･ 源 を|lj

い た肖一波探 査IM 録な どの氤み 合わせ によ4）ﾐ 次 元的に 把

握Ilf壥に した。 この ような 高納度の地喞 ・地質デ ー タと

堆積勧デ ー タを 結び付けるこ とに よ|），あ る地礎 イベン

トによ･j て， とこのll･1111が どのよう に崩以 し。 どの よう

に運搬 されて。 どこに どの ように」|哺liしたのか。 とい う

」611性雌｡積物 の亅l.私 費情の,i牋||が把 握で きるIlf能假 があ
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る。特に，地震性堆積物のjll榿構造や堆個物粒子配列を

用いた古流向解析は，海底斜・ の崩壊物がどこからどの

ようにやってきたのかの有力な手がかりを与えるとj劉持

される。しかし，逝刄の調査船をJljいた堆積物の採取で

は，崩壊物の亅l脯1城のどのような場所からそれか採取さ

れたのか必ずしもはっきりしなかった。肋壊物の古流向

はより1･J所的には海底の微小な地形やベッドフ ォームに

影響されると考えられるので，数～数十ｍ規模の海底徴

地形と採取物との正確な関係の把握には潜水調査舶を川

いて海底徴地形を戔1挫しながら堆積物を採収することが

右効であると考えられる。この紬果と通常の調査船を11j

いた調査研究とを有機的に櫞み合わせることにより，よ

り精皮の高い地震性堆積物の研究が推進されると考えら

れる。

ここでは，1993 年北海道南西illl地震による地震性堆積

物が広く分布することが知られている北海道西方日本海

（ 奥尻115周辺）のうち，海底地 形と海底ａ 響イメージ。

裏層地層探査記録が煦偏され，表層亅ll瞿物の採取結果か

らその11裏層に地震性丿隹積物が分布することが知られて

いる奥尻海蜚の北端部において詢航調査から，地震假夕

－ビダイトの堆積構造と占澁向解析のための基礎研究の

結米について述べる。

2. 潜航調査鳩所と従来の研究結果

潜航調査は「しんかい20（X）」の第968 榊航として1997

年８川13  liに行われた（衣1）。潜航調査場所は，北海道

渡島 緊島と奥尻島の川に位置する奥尻海盆の北蛤部の海

蜚底である（閥1 ）。潜肌調をは 鴎尻海蜚北部に間川する

衣 １　 ！し 人 か い21x 川 第 ％8 淋 牡 の 概･齪

Tabll･ 1 1jl･sg･|･ilJlionol･IS1111･ksi笛 ｒl)i ｖｄ91 １
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多数の海底谷のうち，最も大きな大成町抻から南に延ぴ

る海底谷が海盆底に遠した部分である。悔上保安斤水路

部と東京大学海洋研究所により得られたサイドスキヤン

ソナー（イザナギ）によるき簪イメージでは，海底谷が

海盆底に違したところで堆積性の波状地形であるセデ４

メントウェープか発達し，強い散乱強匪を示すロープ状

地形が認められる。さらにこのロープ状地形は，海底谷

の西側斜面から延ぴる線状構造によって切られているこ

とが分かる。したがって，このロープ状地形自体は海底

谷山来の重力流堆・ 物により最近形成されたごと，そし

てその後の海底谷からの流れ（重力訛）によって侵食さ

れている可能性があることか分かる。一方，地質調査所

の調査航海により採取された海底堆積物表層試料と表瓱

地肘探査記鍬では，海底面付近に砂質堆積物の存在を示

している（井内ほか，1995，1996 ； 片山ほか，1997 ；

池原・井内，1998 ）。そして，奥尻海盆の南部に向かっ

て，砂貿堆榿物の粒度や厚さは減少すると共に，音波探

査記録の透過深度は深くなっていき，底賢の繼粒化（泥

買化）を示している。このことは，奥尻海盆に供給され

る砂貿堆秘物（重力訛堆積物）のほとんどが北部斜面域

の海底谷からのものであることを是!麿させる。爽際上記

のイザナギ音響イメージでは，北部の複敷の海底谷齶而

の海盆底にロープ状地形が認められ，重力流堆積物の供

給源が筏数であることを示している。

琳航調査場所は，イザナギ音響イメージに認められる

音響的層相を考慮して決定した。訝航飼査で|よ1回の潜

航で航走できる距離に制限があるため，今阿は顕軒な堆

積域であるセデ１メントウェープの発達したロープ獸地

彫の地域をウェーブの鋒の方向にほぽlfl［角に航走した

後，進路を変え，このローブ状地形を切る総状構造を瞋

切って，海底谷の延災方向に艮仙をもつ飭状の記録が認

められる地域までのiS底徴地丿髟を黻察すると共に，き地

城における定方位堆積物,式科を採収することとした。実

際の観察は時11Uなどの関係から。綴状構造を確認するま

でしか行かなかった。

3. 潜航 胴査の概要

潜 航調 査は 奥尻海 趾.|ﾋ部の海忿底の北緯41･55.77'.

貳耗139 °47.(181.水糠1,270m の地点( 閥２の地,IχＡ) に

着底し，こ れよ 肌|ﾋ.|ﾋ内にla み，北稗41 °56.53'， 東耗

139°4G.49` 付近から北 畑こ進獅を変え， 北椅41･56.62",

51£^  139°46.70'， 水深1.244111にて離眤Ｌた( 図２の畦.I,Iχ

||). 観察した範闘の海底は 生物擾乱のＱられる泥に 覆

われていた ，ブロ･y ク状 の堆積物の塊や流 木が数１所で



認められた。流木の長袖の方向はさまざまで，ほぼ南北

から北東一南西，東北東一西南西，東西のものが認められ

る（図2 ）。海底地形としては，東北束一西南西の軸を持

つ襤やかなうねり状の地形や崩落崖と考えられる小塵

（図２の地点Ｅ）のほか，離底点近くでは南北に延びる

小砒の連続（地点Ｇ）が認められた。また，地点Ｃでは

仕状の物体（写真1）を確認した。

観察された海底地形から， 波長5（X）ｍ 程皮の非常に綏

やかな波状地形が忽められた。波状地形の比鳥は大きく

なく，せいぜい数ｍの規模である。より小さな潜水船の

窓から確認できる程度の波状地形も認められるが，地形

はあまり明瞭でない。このような波状地形の延びの方向

はおおむねイザナギ音響画像に認められるセディメント

ウェーブの延びの方向に一致している。大きな波状地形

は，イザナギ音評イメージに忽められる波状地形に対応

するものと考えられる。地点Ｄ（緑）とＦ（青）では柱

状採泥器により堆積物の採取を試みた。その肉方で最表

層の泥質堆積物の直下に砂質堆積物の分布を忽めた。既

45 Ｓ

存のデータから考えると， 北海道|鈿Sill･地震|llの タービ

ダイトである町能性が高い。しかし，地点Ｆでは十分に

探泥器が貫入せず,杜状試科としては採取できなかった。

柱状採泥搭のホルダーのII･に残されていた堆倣物の粒|實

も参考にすると，海底谷に対して下流倶』の地点 Ｄでは裲

利|粒砂からなるが，上流側の地点Ｆでは細叙-11j粒砂か

らなり，やや糯粒である。しかし，採泥試科Illの砂貿堆

積物の厚さは薄く，イザナギ舟響 イメージの波状地形が

このタービダイトに闥係して 恵成されたとは 考えづ ら

い。過去の地震時に発生した乱泥流により形成されたセ

ディメントウェ ーブの表【liに北海道|匆叫沖地礎時の ター

ビダイトか哮く墸1111しているものと推定される。泥貿堆

積物の表面に認められる流木は一部埋もれてお り， イソ

ギンチ々クが付漸しているものもある（地点Ｂ．写真2）。

地点Ｅでは肋落雌の上に明らかに人ll物である角材（ク

ギが認められる）か齦包さ れた（写真3 ）。これらの流

木 一角材の起i瞭は不明であるが，衣層の泥質眺積物に完

全に覆われていないことから，地震時あるいはそ れ以降

図 １ 潜 航 調 介 地 点 位 置 図

|'lg-I　lj,ca11011m;t ｐ ｏｆtlle ｓllrｖｅysile ，

JAMSTEC Ｊ． Deep Sea Ｒｅｓ．．１４（１９貼 ）



にもたらされたものと考えられる。

地 点Ｇの小川は比高 数ｍで さほど大きくないが，!i!の

基部には 川か らもたら されたと 考えら れる 散 十ｃｍ～ 数

ｍの 人きさ の堆積物のブロッ クが多 数落ちて いる( 写輿

4)。マ ニピ ュレー ターでつ かむとつ ぶれて壊れて しまい，

堆積 物が 未闘結状 態であ るこ とがわかる。 各ブロックの

.llに は泥が かぶっている ものの, その以 さは非常に匈く，

jilか らのji】蒔が最近 の現 象であ ったこ とを推定 させる。

こ のjilはほぼ|匈北に延びてお り， イザナギ音響イ メージ

で セデ ４ メント ウエ ーブの発達するロ ープ状 地形を 叨る

縊状構造に 対応 すると 考えられる。以 上のこ とから。こ

の矇 の形成には 北海道 南内illl地礎時に淤|一而を洫れドつて

き た＆泥流 が|繝係 したと考えら れる。

以ll の観察結 果から， 潜航地心141近のセデ イメント ウ

エ ーブの発違し たロ ーブ状地 彫は北海道IWIIII 地震に 伴

-ｊて 形成 され たもので はないらしいこ と。そ の表面には

北 海道南 西沖地礎畤の タービ ダイトが薄く覆。てい るら

しいこ と， 北海 道|匆叫jlll地震 時に 人成|lfilllから1軻に 延び

る 廊底 谷を溘 ドして きたI卮泥 瀘はこ のローブ状遙jほを侵

食Ｌ たら しいこ とが111111した｡，

JAMSTEC  J. Deep Sea Res., 14  IIS*!梠)

なお，地点Ｃで採取された管状のものはその吸の鑑定

で，４シイルカ（FI,ac叫Hoides dalli)の頭蓋骨にほぼ同

定された。

４. 定方位堆積物試料の採取方法とその非破壊堆

禎構造観蹇方法

中 嶋 一片11』（1992 ）は，「し んかい6500 」の潜航調壷

にお いて 定方位堆積 物試料の簡易裸取方法を確立 させ

た。こ れは，潜 水躙壼船 の柱状採泥器のイ ンナーチュー

ブに色の異なるビニールテープを黠 り，試科採取時に潜

水船のヘデ ィングと濳水船に正対するインナーチ ューブ

の色を記鍬するという ものであった。 今回もこ れに準じ

て， インナーチューブに色の異 なる４色のビニ ールテー

プを貼り（写 真5 ），柱状採泥時に瀞水船の中央の愈から

濳水船に正対するテープの色とそのおおよその角度及び

若底作業111の僣水船の船首方向の方位を記録する方法を

とった。試科採収時 の方位の誤差はおよそ10 °程度と考

えられる。なお，柱状採泥・ は「しんかい2900 」で油常

使jl されているものであり，コアIJ テ４ナーは使川した。

採 取された試科 （写真6 ）は， 母船上において 試料の

下部からイ ンナーチ ューブの内 径にあわせた発砲スチロ

ー ルをゆっくりと押 し込み，迎蟄時に試料が乱れないよ

うに上下に詰め物をした後密封し， 試料が詞れないよう

にして持 ち耜つた。 持ち埣られた試料は立てたままでＸ

楾ＣＴ該置（釶・ ，1997 ）にセット し， 記鍬 された採取

畤 の潜水船にiE 対する位 置から22.5 °閥隔で内 部榊造の

非 破敏観 察を衍 った。Ｘ躱ＣＴ 装釵を|ljい た方法は， 中

嶋 一片Ill (1992) による秋Ｘ鎔写真撮彫による方法よll

も簡便かつ 迅速であるほか，試料の整彫の必要かないこ

と， 試料の|.I冫さの不均 一一による試劃一周辺部の画歐の露出

オーバーなどがないといった利心かある。古流向の解析

にお いては， すべてのil!i像からタービ ダイト駲111の堆積

拐・ （斜交層理やリップ ル菜凡など）の最大傾斜の認め

られる方位を読み取ることによって行った。

以|･｡の ように暦水
丿
澗査船 とX= ≫CT 装 置を俶み 合わせ

るこ とにより。こ れまでは行われてこなかっ た現llりR 力

溘堆積物のIli流向解析を。およそ100 の精度で 飭便にlf

えるよ弓になった。

5. 古流向解杤結果

今lilj地点Ｄで採収された･試科（柱 状試料一緑）I:IIには

第３図に 小されるように，１枚の タービ ダイトＭ が俵ｲI:

している．こ のタービ ダイト川は リップル梟j¶1を持り よ

うに 見えるが． 試料処j1 時の変形がＳしく．そ の葉月の

４即



最大傾斜方向を正碓に認定することは不可能である。し

たがって， 今回の結米からこの タービダイト川の古流向

を推定することはできないかった。この試料処理時の変

形のMII は，下から抑入した発砲スチロールの径がイン

ナーチューブの内径よりもわずかに小さかったため， 挿

入時に試料がすき川から逃げたためである。この調査行

動中のほかの潜航調査（第969 及び970 潜航：潜航研究

者；竹内　 章富山火教授）で探収された柱状試料につい

て1司様に行った結果では残念ながら重力流堆積物の挟在

は認められなかったが， 変形のない画像が得られている

（図4 ）。したがって， 試料処刈時に細心の注意を払うこ

とにより占流向解析は十分町能であると判断され， 今回

の方法の有効性は確認できた。

6. 北海道南西沖地震の地震性堆積物

この航海では，この潜航調査で確認された２地点のほ

かに，第970 潜航においても表層に砂貿坩植物が採収さ

れている。試料の;llが少なく，堆積構造などが破,lgされ

ていないか，この砂質堆歓物のド位には火山灰層が狄在

することが確認されている。この火山灰層の火|||ガラス

の屈折率測定砧果（図5. 表2）は。この火|ll灰層が｡|匕海

道駒ヶli;･起源のものであるIlif能竹を強く示唆している。

1･4様な表層堆積物のＭ序は奥尻Ｑ周辺の表層堆積物につ

いて広く認められている（池原・非内，1998 ）。したが

つて，この試料中の砂質堆秘物も北海道巾|･'If fljl地震時 の

斜而崩壊に山来する,爪力流堆積物であると考えられる。

７. お わりに

今1111の結果から， 奥尻海盆北部の海盆底におけ る｡叱海

道IIij襾洌I地震時のタービダ４卜の堆積現象をイザナギn･

響イメージとの対応つけて考えることができた。結果と

して，潜航調査地点のセディメントウェ ープ を持つロ ー

プ状地形は北海逃巾四illl地震 より以li にすでに形成され

ていた町能性が示峻された｡ 北海道曲･|陌lll地震の際には，

こ の海底谷を洫下した乱泥流はこのすで に存在したロー

ブ状地形を侵食し， さらにド流仰に タービダイトの本体

を堆積させたIlf能性が鳥い。このローブ状地形のP.には。

このタービダイトを述んだ乱泥流の本体 からあふれ川た

流れが薄い タービダイトを堆糾させているに過ぎないと

考えられる。

・･方，第970 潜航により採収された堆積物の結米では。

表川の眇質堆積物のド位に火|lj灰層が採収され，その火

山ガラスのJ』11斫率測定結 果から，北 海道駒 ヶ岳起源の火

山灰であると考えられた。このJ,ll辺の衣削堆積物のjM 序

{池原・JI;内，1998} との比較からすると 表川の砂貿堆

積物は，北海道南西il【j地震による地震性JIR積物であ るI･f

能義が翕い。

今1111得られた堆積物柱状試料では試料処理jllの変形の

4 ６θ

lil:s χ 線CI･ 裴1 廁 こ よ る 埴 点lj の 二j ア, 式t･|･ の 潜 水･;i の 咄ぽ1･jJ'1111 】か ら22.5･ Ilf の| 町111111111像

|‘'ig,:･; χ-ray  I･‘j'il･1111さ･si･rlllc･l･･･|･t･ill ljK･illi･in 【l ･･丶･l･111;j2,5111,･gl･･･l･- ljil･,･l･1  ti>i i nfshi 】夕11,･illlillgjsllllc･ ｇ･･････.
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lll･1 第96a 及 ぴ970 榊 航{ 潜 航 名-は 共 に 竹 内gl;illl 人 教 授} で

採 取 さ れ た 柱 状 試 科 の Ｘ 纖 ＣＴ 装 置 に よ る 断lllj画 像 ． 船 竹 方

向 に ｀F 行( ｜) とIR11((2) な 断|{ｌｉ． ＣＡ} 第 鮖9 潜 航･ 心 色.

{ln 第 ％9 附 瞬･ 緑 ．( Ｃ) 第970 潜 航 一,11

F 呎.･I χ-l･ily CT 1111 邨 ｅｓ ｏｎ ｈｅ ｓedinlclll co 】･ｅs, Ｓｅぐ11011 inr^ltcl l･ 〕

slii]) 11cadillg(lhll,･I 11011mal l･)11c;ldillg(2).(AjDiv ｅ 即69

Yello ｓ･.(ll) 】jjvぐ 刈 叨(;I ｗII.alld 【Ｃ 】|)iｙc197{}Bllle.

た め.III' 漉1111附 析 にはい たら なか９ た． しか し ， 試1=|･の

壼JほのPJJKl は|･ 分 に 対 策を 冫てる こ と か1･』'箋 であ り． 本

ｆ 法 の 展闘に 人きな111｣題 と は ならな い と ろ･え ら れ る. 潜

水 調 査船をjlJい た 鮪易 定 力'位 試料採 収 ‥非 破壊 瞞造解 析

のｆ 法は ほぽ 畩,冫.で き た とい える． 定 ゐ･位,Ｘ 抖の 採収 と

その 非 破壊 枯造解 析は ． 今1111の よ うなIII'淦111』解 忻のほ か，

変 形 瞋造 な どを 始 めと し た み向侃 のあ る小 構 造 の解 盻に

4｣'幼 なF 段 とな る,． 今後 さ ら にこ の ｆ 法 を 発 展 させ て．

深海=域 の地 質現 象の 畍|りjが 進め られ るこ とが 川待 さ れる,．

･μμ



|司５ 笛970 淋 航{ 潜 航 者 ： 竹 内 章 南 山 大 教 授j で 採 取 さ れ た 堆 航 物II･の 火|||ガ ラ ス の 加¶杤 凖 の ヒ ス ト グ ラ ム 。 届 杤 率 の 測 定 は

( 株) 京 郁 フ ィッ ショ ン ト ラ ッ クに 依 新 し ， 搬 度 変 化!lMli 喞 測 定 装 置 に て 測 定 し た

Fig.S Histogram Ｑｆr㎡raclive index of volcanic ｇｌａｓs sliards in Ihe core collecled d11[i 喘Di･c 1970. ″nlc indexes of ９０]canic  glass.

shards  were  measured by lQy ｏｌｏ Ｆｉｓ・ion ｌ¥ｌｆｋＣａ･｡lid.  by  using  RIMS.

μ ２ 揶970 潜 航 で 採 収 され た堆 積 紬II･の 火lllガ ラ ス のJIll折 率 測 定砧 米、ilUJi 率 の 測 定|よ( 肺l 京 都 ７ １ ツ ショ ン ト ラ･y 夕に 依 頼 し ．

温 度 礎 化 嚶 屈 折 嘔 測 定 装 置 にて 躙 定 し た

Tabic  2 CI 】ａrlclcriｓlicｓｕr volcanic ｇｌａｓｓ shards il】111ぞｃＱrｅａ)11ecled duringT 〕iｗ19711.111e i ●deχｅs ｏ６ ｃｌｃｌｎｋ･ ｇｌａｓs sllaRlｓ ｗｅrｅ

ｍｅａsｕridbyl くyｃｌｏＦｉｓｓｉａｌ‘|`『lckCo..|.td.

匍　　 辞

潜航凋売においては，ljlll代志男lij令を始めとした

ｒしんかい2000.1 の運航チームの方々．長谷川　澄船長

を始めとする「なつしま」乗細口の方々には人変お|lt,ｘ

になった． また，この航海のiこ席研究員である富||』人９:

の竹内　 Ｑ教授を始め．海･|･.保安庁水暗部の加藤ｌ弘 膊

|;，広島 人伊の長沼　 毅助教授，．比海辺･y垉ド資噸凋介

所の嵯峨|||　磧19 1J. 同心11:人７:の宅Ⅲ　 武教授にはISll



韲航海を通じてお|lt話になったほか，数々のご助力をい

ただいた。 特に，水難都の加雌幸弘19 十には調査地域の

海底地Ｓやイザナギ音響肖像に関して多くの情報をいた

だいた。 また， イシイルカの頭蓋竹の|司定は。長胡氏を

姐じて水産庁遠洋水産研究所の加齟秀広氏によるもので

ある。以上の力々に厚くお礼IIIし上げる。
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